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西条地域

黒瀬地域 安芸津地域

高屋地域

河内地域志和地域

福富地域

豊栄地域

八本松地域

地域別計画策定の趣旨

東広島市を構成する地域には多くの地域特性があり、従来から独自のまちづくりが展開されてき
ました。第五次東広島市総合計画の策定に当たり、改めてその地域特性に注目し、それぞれの地域
資源を活かしたまちづくりを進めていくために、市内の９つの地域ごとに目指す方向性を検討し、

「地域別計画」として定めました。
あるべき地域の姿の実現を目指すためには、行政、市民、各種団体が意見を出し合って、その姿

に近づく施策や取組みをともに進めていくことが必要であり、この地域別計画の策定を契機として、
今後も引き続き、市民の皆様と共にあるべき地域の姿を追い求めます。
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１  西条地域

１ 地域の概要
西条地域は、東広島市の中央部に位置し、国分寺が置

かれるなど古くから安芸地域の中心地で、西国街道の四
日市（現在の西条駅南口周辺）は、江戸時代に宿場町と
して栄えました。明治期には、米作が盛んな西条盆地の
特性を活かし、山陽鉄道の開通を契機として日本酒が盛
んに醸造され、今日では灘（神戸市・西宮市）・伏見（京都市）とともに三大銘醸地と称されて
います。また、本市のまちづくりの起点となった賀茂学園都市建設、産業基盤の拡大をもたらし
た広島中央テクノポリス建設の中核となる地域であり、広島大学や広島中央サイエンスパークの
建設をはじめ、ブールバールや下見学生街などの整備により、国際学術研究都市を象徴する機能
や施設の集積が進み、本市の活力を牽引する地域となっています。

２ まちづくりにおける現状と課題
市制施行直後の昭和 50（1975）年には 30,101 人であった人口が急増し、西条地域の人口は、

現在、約 82,000 人となっています。人口の増加が続く中、4,500 人を超える外国人が生活する
など、国際化が進展する地域となっており、近年では、西条駅における自由通路の整備、西条エ
アポートリムジン・西条市街地循環バス「のんバス」の運行開始、小中学校の新設、東広島芸術
文化ホールくららや新美術館（令和 2 年度開館予定）の整備など、都市としての機能が充実し、
分譲マンションやビジネスホテルの増加にみられるように、市街地の高密度化や拠点性の向上が
続いています。

一方、市の顔となる拠点としての性質を持ちながら、本地域においては魅力的な雇用の場が少
なく、大学生の定着が低調であることや、大学から駅及び市街地等を結ぶ交通ネットワークや、
高度医療機能の維持・強化、都市化の進展に伴う保育所の不足、交通渋滞、雨水排水に係る課題
等の顕在化、地域コミュニティの希薄化なども課題となっています。

これらを踏まえ、本地域では、市全体の成長を牽引していくとともに、経済的な豊かさと暮ら
しやすさにつながる定住環境の充実を両立させ、地域の中だけでなく、対外的にも魅力が伝わる
よう、まちづくりに取り組んでいくことが必要です。

また、これまでに備えてきた機能をさらに強化し、広島市等の都市部や広域・高速ネットワー
クからのアクセス性の良さを活かすとともに、地域の担い手となる若者世代にとって魅力的な雇
用や産業創発力の喚起、環境と調和した魅力ある居住環境の整備などにより、都市としての拠点
性を向上させていく中で、この地域から次々とイノベーション※1 が起こり、内外に幅広く波及
していくような、国際学術研究都市の象徴となる施策が必要です。

※1  イノベーション：経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変化をもたらす幅広い意味での革新。
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３ まちづくりビジョン
（1）将来像

地域の現状と課題を踏まえ、まちづくりにおける将来像を次のとおりとします。

新たなテクノロジーによる次代の創造と
学術・研究・国際化を先導するまち

（2）主要な施策の方向性
基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。

項目 施策の方向性

産業イノベーションの
創出

● 大学、研究機関等の集積の活用とともに、企業における AI ※2/IoT ※3
の導入支援等により、産業イノベーションの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

● 優良農地を活かした都市近郊型農業を推進するとともに、農業参入企
業の誘致を図ります。

● 道の駅を中心とした地域産品の魅力向上を図ります。
● 産学官連携等による特産品の振興を図ります。

地域資源を活かした観
光の振興

● 酒蔵通りにおけるブランド力の向上を図ります。
● 酒まつりをはじめとする観光イベントや、魅力ある芸術・文化・スポ

ーツイベント、マルシェ等の推進により、中心市街地ににぎわいを生
み、求心力を高め、観光拠点化を推進します。

項目 施策の方向性

暮らしを支える拠点地
区の充実

● 西条駅周辺に多様な都市機能を集積させ、中心市街地の活性化を推進
するとともに、コンパクトで機能的な市街地の形成を図ります。

● 下水道等の基盤整備を含む市街地整備事業等により、拠点地区ごとに
良好な住環境を形成するとともに、移住定住の促進に向けた土地利用
規制のあり方について検討します。

● レクリエーション及び憩いの場となる東広島運動公園等の整備を推進
します。

安全で円滑な生活交通
の充実

● 身近な交通道路網となる都市計画道路等の整備を推進します。
● 歩道や自転車道を含め、道路のバリアフリー化を推進し、安全・安心

な移動空間を形成します。

多文化共生と国際化の
推進

● 留学生、研究者、技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図る
とともに、多様な言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

仕 事
づくり

暮らし
づくり

※2  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※3  IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され、情報を交換することにより相互

に制御することが可能となる仕組み。
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項目 施策の方向性

乳幼児期における教育・
保育の充実

● 地域特性に応じた幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

● 教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推進、教
育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

● 生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活動の活
性化を進めます。

● 大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
● 西条酒蔵通りや安芸国分寺など郷土の歴史の保存と活用を推進します。

 人づくり

項目 施策の方向性

学術研究機能の発揮に
よる都市活力の創出

● 国際的研究拠点の形成に向けた取組みを進めます。

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

● 青少年・学生の力を活かし、交流・連携事業を推進します。
● 創業・起業と連動した移住・定住の促進とともに、交流人口の拡大を図

ります。
● 県立賀茂高等学校・県立西条農業高等学校と地域との連携による、地域

の活性化の支援を図ります。

都市成長基盤の強化・
充実

● 西条駅前、ブールバール沿い、酒蔵通りを核とし、中心市街地にふさわ
しい都市機能の充実を図るとともに、「歩いて楽しめる」魅力ある都市
空間を形成します。

交通ネットワークの強化

● 国道 2 号バイパス、国道 375 号の 4 車線化等の整備促進など、交通ネ
ットワークの充実を図ります。

● JR、バス等の利用を促進し、サービスの維持、活性化を図ります。
● 大学や市街地等から広島空港、東広島駅へのアクセス性向上を図ります。

未来を感じるプロジェ
クト挑戦都市

● AI ※1 やビッグデータ※2 等、最先端の技術を活用し、未来の暮らしを
実現する取組みを積極的に展開します。

活 力
づくり

項目 施策の方向性

災害に強い地域づくり
の推進

● 被災箇所の早期復旧を進めるとともに、黒瀬川などの河川改修の促進や、
ソフト対策等の防災・減災対策を推進します。

● 都市型災害（浸水対策等）への対策を推進します。

総合的な医療体制の確立 ● 高度専門医療の維持・強化、救急医療体制の充実に努めます。

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

● 健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を図ります。

誰もが生き生きと暮らせ
る地域共生社会の実現

● 地域において、気軽な交流の場、障害の有無や年齢等にかかわらず、全
ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

● 待機児童の解消を図るため、保育施設を計画的に整備し、地域の特性に
応じた保育サービスを提供します。

● 母子保健機能を備えた子育て支援拠点の確保に努めます。
● 子育て支援機能の充実、子育てサポーターの育成を進めます。

安 心
づくり
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（3）構想図

※1  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※2  ビッグデータ：スマートフォン等を通じた位置情報や行動履歴、インターネットやテレビでの視聴・消費行動等に関する情報、小型化したセンサー

等から得られる膨大なデータ。
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・西条中心拠点と広島
空港、東広島駅との
交通アクセスの充実

・公共交通の維持・活性化

・地域活動拠点

・農業参入企業の誘致

・都市の活力を牽引する都市拠
点 ･中心市街地の整備
・酒蔵通り・芸術文化ホールや
新美術館を活かした魅力づく
りの推進
・西条駅前、ブールバール沿い
を中心とする「歩いて楽しめ
る」魅力のある中心市街地

・東広島・呉自動車道
の４車線化

・地域活動拠点

・高度専門医療の維持・強化、
医療体制の充実

・都市近郊型農業の振興
・道の駅を中心とした地域産品
の魅力向上

・県立賀茂高等学校・県立西条
農業高等学校と地域との連携
による、地域の活性化の支援

・産学官連携等による特産品の
振興

・地域を牽引するイノベーショ
ンの創出

・地域活動拠点

・西条第二地区の市街地整備の
推進
・都市公園等の整備

・都市計画道路の整備
 【吉行飯田線、吉行泉線、寺家
中央線、上寺家下見線、西条
中央巡回線】

・広島大学と連携した国際研究
拠点の形成に向けた取組み、
違いを超えた活動支援
・JICA 等との連携による国際
協力人材の育成
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２  八本松地域

１ 地域の概要
八本松地域は、東広島市の中西部に位置し、広島市に

隣接しています。小倉神社をはじめとする菖
あ や め

蒲の前
まえ

の伝
説に彩られたこの地域は、戦国時代には安芸国の拠点と
して曾

そ
場
ば

ヶ
が

城
じょう

、槌
つち

山
やま

城
じょう

が築かれるなど戦略的にも重要な
地域でした。明治期には、山陽鉄道の開通の翌年に八本
松駅がおかれ、現在は、八本松駅及び国道 486 号沿道を中心に住宅地の形成が進み、ロードサ
イド型の店舗が多く立地しています。地形的には南北に細長い形状となっており、概ね、北部や
西部には山林が、南部には農地が広がり、中央部には駅周辺における住宅地のほか、飯田地区、
磯松地区などに工業団地が整備されており、吉川地区の工業団地と合わせ、高度な技術を持つ企
業が本地域に集積しています。

２ まちづくりにおける現状と課題
市制施行直後の昭和 50（1975）年に 14,816 人であった人口は増加を続け、八本松地域の人

口は、現在、約 28,400 人となっています。JR 山陽本線等の交通利便性を活かした住宅団地の
開発などが進み、発展を遂げてきた地域であり、今後、八本松駅前土地区画整理事業や（仮称）
八本松スマートインターチェンジ整備の進展、国道 2 号東広島バイパス ･ 安芸バイパスの整備に
伴い、さらに本市の西の玄関口としての拠点性や、産業面など、市全体の活力を牽引する地域と
しての期待が高まってくるものと考えられます。

一方、近年、本地域においては、住宅団地の高齢化や、周辺地域における人口減少が進んでお
り、地域の核である駅周辺地区における商業・医療・福祉・子育てなどの生活利便性機能の集積や、
駅と周辺地区等を接続する交通ネットワークの充実が課題となっているほか、駅周辺におけるス
プロール状の市街地の拡大や農地の喪失が続く中で、企業の進出や拡張に対する意欲が高い地域
でありながら、これに応えることができないといった点が課題となっています。

さらには、立地環境の良いエリアに防衛施設が存在するなど、地域全体での機能的な土地利用
に制約がある中で、まちづくりを進めなければならないという課題もあります。

これらを踏まえ、本地域においては、これまでに整備した工業団地、住宅団地の蓄積、広島市
等の都市部への近接性や、高速道路等の広域的な道路ネットワークからのアクセス性の良さなど
を活かすとともに、従来の田園環境と調和したまちづくりに取り組んでいくことが必要です。

また、引き続き基盤整備に取り組むとともに、魅力ある居住環境の整備や、高度な技術を持つ
企業が国際競争の中でも本市で持続的に成長していくことを含め、新たな雇用を創出するための
施策が必要です。



基本構想 基本計画序 章 基本計画

127

３ まちづくりビジョン
（1）将来像

地域の現状と課題を踏まえ、まちづくりにおける将来像を次のとおりとします。

先端産業と田園風景の調和や都市との近接性を活かした
良好な居住環境が整ったまち

（2）主要な施策の方向性
基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。

項目 施策の方向性

産業イノベーション※1
の創出

● 企業における AI ※2/IoT ※3 の導入促進等により、産業イノベーショ
ンの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

● 優良農地を活かした都市近郊型農業を推進するとともに、農業参入企
業の誘致を図ります。

● 集落営農を中心とした収益性の高い米づくりを推進するとともに、農
業技術センター等の研究機関と連携し、農業技術の高度化を図ります。

● 地域と連携した森林保全を図ります。

地域資源を活かした観
光の振興

● 都市との近接性を活かした農泊などの体験型観光や、地域資源を活用
した取組みを推進します。

項目 施策の方向性

暮らしを支える拠点地
区の充実

● 八本松駅周辺において、医療、福祉、子育て、商業、文化、交流等の
生活利便施設の集積により拠点機能の充実を図るとともに、下水道等
の基盤整備など市街地整備事業により良好な住環境を形成します。

● 移住定住の促進に向けた土地利用規制のあり方について検討するとと
もに、既存住宅団地の活性化等により、居住環境の向上を図ります。

● 拠点地区における公共施設の再編を促進し、各種サービス機能の充実
を図ります。

安全で円滑な生活交通
の充実

● 身近な交通道路網となる国道等の整備を推進します。
● 歩道や自転車道を含め、道路のバリアフリー化を推進し、安全・安心

な移動空間を形成します。

多文化共生と国際化の
推進

● 技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図るとともに、多様な
言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

仕 事
づくり

暮らし
づくり

※1  イノベーション：経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変化をもたらす幅広い意味での革新。
※2  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※3  IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され、情報を交換することにより相互

に制御することが可能となる仕組み。
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項目 施策の方向性

乳幼児期における教育・
保育の充実

● 地域特性に応じた幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

● 教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推進、教
育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

● 生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活動の活
性化を進めます。

● 大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
● 菖蒲の前の伝説や大内氏の城など郷土の歴史の保存と活用を推進しま

す。

 人づくり

項目 施策の方向性

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

● 創業・起業と連動した移住・定住の促進とともに、交流人口の拡大を図
ります。

都市成長基盤の強化・
充実

● 国道 2 号安芸バイパスの整備やスマート IC の整備を踏まえ、産業用地
の確保を進めます。

交通ネットワークの強化

● 国道 2 号安芸バイパスの整備促進とともに、スマート IC 整備及び周辺
道路等の整備を促進し、交通ネットワークの充実を図ります。

● JR、バス等の利用を促進し、サービスの維持、活性化を図ります。
● 八本松駅のターミナル機能の強化及び駅周辺の交通機能の向上を図りま

す。

活 力
づくり

項目 施策の方向性

災害に強い地域づくり
の推進

● 被災箇所の早期復旧を進めるとともに、深堂川などの河川改修の促進や、
ソフト対策等の防災・減災対策を推進します。

● 都市型災害（浸水対策等）への対策を推進します。

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

● 健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を図ります。

誰もが生き生きと暮らせ
る地域共生社会の実現

● 地域において、気軽な交流の場、障害の有無や年齢等にかかわらず、全
ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

● 子育て支援機能の充実、子育てサポーターの育成を進めます。

安 心
づくり
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（3）構想図
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・（仮称）八本松スマート
インターチェンジの整備
・周辺道路等の整備促進

・農業技術センター等の
研究機関と連携した農
業技術の高度化

・集落営農を中心とした収益性の高い米づくり
・優良農地を活かした都市近郊型農業の推進
・農業参入企業の誘致
・地域と連携した森林保全

・集落機能及び定住環境の向上

・公共交通の維持・活性化

・地域拠点における生活支援機能の充実
・八本松駅周辺の市街地整備の推進（土地区画
整理事業等の推進及び地域センターなどの公
共施設の再編等による拠点性の向上）
・既存住宅団地の活性化

・地域活動拠点

・地域活動拠点

・都市との近接性を活かした、
農泊などの体験型観光の振興

・国道２号安芸バイパス・東広
島バイパスの整備促進

・保育ニーズに応じた受入体制
の整備

・（仮称）八本松スマートインターチェンジ周辺等に
おける産業用地の確保
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３  志和地域

１ 地域の概要
志和地域は、東広島市の中西部に位置し、平安期に

志
し わ の

芳庄
しょう

が置かれ、中世には生
おう

城
ぎ

山など多くの城が築かれ
たほか、幕末には、周囲を山々に囲まれた地形を活かし、
広島城の隠れ城となる「八

はち
条
じょう

原
ばら

城
じょう

」の整備が進められ、
戊辰戦争に出陣した「神

しん
機
き

隊
たい

」の本陣が置かれるなど、
広島藩を支える重要な役割を担いました。現在でも、他地域との関係性においては、山陽自動車道、
国道 2 号等を介し、隣接する広島市とのつながりが強い地域となっています。

本地域には、本市でも有数の農業地域が広がっており、山陽自動車道志和インターチェンジ（以
下：志和 IC）付近の流通団地には流通系企業、自動車関連企業等が、西志和地区を中心とする地
域には、工場等が分散して立地しています。また、主に主要地方道瀬野川福富本郷線及び東広島
白木線の沿道を中心に、農地と住宅が混在する集落が形成されているほか、中央部の丘陵地には
ゴルフ場が立地するなど、自然を活かしたレクリエーション機能の面でも恵まれた環境を有して
います。

２ まちづくりにおける現状と課題
本地域は、平成 7（1995）年の 8,465 人をピークとして、社会増減ではわずかに改善の動き

が見受けられるものの、全体として人口の減少傾向が続いており、現在は約 6,600 人となって
います。主要地方道志和インター線などの幹線道路の整備や、志和流通団地等への企業立地、園
芸センター等の農業振興施策、ゴルフ場による郊外型レクリエーション機能など、これまでの各
種施策や民間投資には地域特性を形成する上で一定の効果があり、今後についても、国道 2 号東
広島・安芸バイパスの完成により、地域の強みである広島市へのアクセス性の向上が見込まれま
す。

一方で、少子高齢化の影響を受け、本地域においては、自然減による人口の減少に歯止めがか
からない状態が続いています。また、ほぼ全域が市街化調整区域ということもあって、住宅等の
整備が容易ではなく、地域の暮らしを支える拠点地区等の機能集積に弱さが見られることも課題
となっています。

これらを踏まえ、本地域においては、広島市との近接性及び広域的な道路ネットワーク機能を
活用し、志和 IC 周辺における産業用地の確保とともに、定住対策や地域内外の交流が促進され
るよう、土地利用のあり方に関する検討も含め、まちづくりに取り組んでいく必要があります。

また、地域拠点※1 における生活支援機能の充実、定住人口の増加対策、都市近郊型農業の振興、
小中学校一体型施設による小中一貫教育の推進や、豊かな自然環境を活用した新たなレクリエー
ション機能の導入など、様々な地域の特色や強みを活かした施策が必要です。

※1  地域拠点：各生活圏の居住者の生活を支える、地域の核となる拠点。
※2  イノベーション：経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変化をもたらす幅広い意味での革新。
※3  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※4  IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され、情報を交換することにより相互

に制御することが可能となる仕組み。
※5  ライフスタイル：人生観・価値観などに基づき、個々に選択する、個人や集団の生き方。
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３ まちづくりビジョン
（1）将来像

地域の現状と課題を踏まえ、まちづくりにおける将来像を次のとおりとします。

田園環境との調和や
インターチェンジ等のアクセス性・職住近接性を活かした

仕事とともに新たな交流が生まれるまち

（2）主要な施策の方向性
基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。

項目 施策の方向性

産業イノベーション※2
の創出

● 企業等への AI ※3/IoT ※4 の導入支援とともに、恵まれた自然環境を
活かした新たなビジネスの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

● 広島都市圏との近接性と優良農地を活かした都市近郊型農業を推進す
るとともに、農業参入企業の誘致を図ります。

● 若手農業者等の多様な担い手の取組みに対する支援を進めるととも
に、「農」のあるライフスタイル※5 の実現を推進します。

● 園芸センターを中心とした園芸振興と担い手の育成を図ります。
● 法人間連携の促進等により、集落法人の経営高度化を支援し、優良農

地の保全を図ります。

地域資源を活かした観
光の振興

● 生城山・高鉢山・ホタルの住む川などの豊かな自然環境をはじめ都市
との近接性を活かした農泊などの体験型観光や、地域資源を活用した
取組みを推進します。

仕 事
づくり

項目 施策の方向性

暮らしを支える拠点地
区の充実

● 西志和地区において、医療、福祉、子育て、商業、文化、交流等の生
活利便施設の維持・充実を図ります。

● 移住定住の促進に向けた、土地利用規制のあり方について検討すると
ともに、空き家対策及び二世帯居住の促進により、居住環境の向上を
図ります。

安全で円滑な生活交通
の充実

● 身近な交通道路網となる県道等の整備を推進します。
● 歩道や自転車道を含め、道路のバリアフリー化を推進し、安全・安心

な移動空間を形成します。

多文化共生と国際化の
推進

● 技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図るとともに、多様な
言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

暮らし
づくり
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項目 施策の方向性

乳幼児期における教育・
保育の充実

● 地域特性に応じた幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

● 教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推進、教
育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

● 生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活動の活
性化を進めます。

● 大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
● 神機隊や生城山城など郷土の歴史の保存と活用を推進します。

 人づくり

項目 施策の方向性

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

● 自然豊かな環境を活かし、創業・起業と連動した移住・定住の促進とと
もに、交流人口の拡大を図ります。

● 移住・定住に係る情報発信力の強化、コーディネート機能の向上を図り
ます。

● 小学校跡地の活用を促進します。

都市成長基盤の強化・
充実

● 志和インター線、瀬野川福富本郷線、東広島白木線の沿道における住居
系・産業系の土地利用を促進し、地域の活性化を図ります。

● 志和 IC 周辺等における土地利用の推進及び産業用地の確保を進めます。

交通ネットワークの強化
● 国道 2 号安芸バイパス、志和インター線等の整備を促進するなど、交通

ネットワークの充実を図ります。
● バス等の利用促進策を推進し、サービスの維持、活性化を図ります。

活 力
づくり

項目 施策の方向性

災害に強い地域づくり
の推進

● 被災箇所の早期復旧を進めるとともに、関川などの河川改修の促進や、
ソフト対策等の防災・減災対策を推進します

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

● 健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を図ります。

誰もが生き生きと暮らせ
る地域共生社会の実現

● 地域において、気軽な交流の場、障害の有無や年齢等にかかわらず、全
ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

● 子育て支援機能の充実、子育てサポーターの育成を進めます。

安 心
づくり
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（3）構想図
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中学校

▲

インターチェンジ

地域拠点

地域活動拠点

拠点地区

志和

IC

・広島都市圏との近接性と優良農地を活かした都市
近郊型農業の推進
・農業参入企業の誘致
・若手農業者等多様な担い手の取組みに対する支援
・「農」のあるライフスタイルの実現
・法人間連携の促進等による集落法人の経営高度化
の支援及び優良農地の保全

・地域活動拠点

・空き家対策、二世帯居住促進等

・移住定住の促進に向けた
土地利用規制の見直し

・自然環境や都市との近接性を活かした、
農泊などの体験観光の振興

・園芸センターを中心とした
園芸振興と担い手の育成

・地域拠点におけ
る生活支援機能
の充実

・主要地方道志和
インター線等の
整備促進

・志和ＩＣ周辺等にお
ける土地利用の推進
及び産業用地の確保

・小学校の跡地活用

・地域を周回する道路の沿道
における土地利用の促進

・公共交通の維持・活性化
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４  高屋地域

１ 地域の概要
高屋地域は、東広島市の中央よりもやや東寄りに位置

し、古代には高屋郷と呼ばれ、白鳥古墳をはじめとする
数多くの遺跡が存在するなど、政治・文化の拠点として
栄え、中世には平賀氏の本拠地が置かれ、白市が白

しろ
山
やま

城
じょう

の城下町として開かれました。現在でも、広島中央テク
ノポリス建設によって、製造業の立地や住宅団地の造成、大学等の学術機能の集積が進んだ利
便性の高い地域です。また、山陽自動車道高屋ジャンクション・インターチェンジ（以下：高屋
JCT・IC）があり、広島空港や広島市へのアクセス性も高いほか、高規格幹線道路東広島・呉自
動車道の整備により呉方面への交通利便性も高まり、さらに、東広島高田道路の整備によって、
東西南北の広域交通の要衝となる地域です。

土地利用は、西高屋駅を中心に拠点地域が形成されており、計画的に整備された東広島ニュー
タウンなどの住宅団地のほか、教育機能が集積しています。白市駅は、広島空港への連絡バスが
運行しているほか、周辺には歴史的なまちなみがあります。また、周囲には概ね地域を取り囲む
山林及び緩やかな傾斜地があり、比較的平坦でまとまった農地では、豊かな田園が広がり、酒米
など特徴的な農産物が生産されています。

２ まちづくりにおける現状と課題
市制施行直後の昭和 50（1975）年に 13,948 人であった人口は、増加を続けてきましたが、

平成 17（2005）年の約 30,900 人をピークとして横ばい傾向が続き、現在は約 30,500 人となっ
ています。また、産業団地や住宅団地、山陽自動車道高屋 JCT・IC、東広島・呉自動車道などを
中心とした様々な事業の推進により、都市的基盤が整いつつあり、近畿大学工学部及び附属広島
中学校・高等学校、県立広島中学校・高等学校などの教育機関も集積しており、市内の文教地区
の一つとして市内外から若年世代が多く集まる地域となっています。

一方、本市の文教地区としての拠点であるものの、市内外から集まる若年世代が活力を発揮す
る場の不足、西高屋駅周辺等における農地と市街地の混在、少子高齢化に伴う集落地域の過疎化、
郊外住宅団地の高齢化、雇用の場となる企業及び新たな産業用地の不足、地域拠点※1 と周辺地
区を接続する交通サービスの充実などが課題となっています。

今後は、本市有数の文教地区である拠点地域において、学習環境や交通機能の充実、魅力ある
居住環境の整備等により利便性の高い拠点の形成を進めるとともに、若者世代にとって魅力的な
雇用を創出する施策を組み立てていくことが必要です。

また、田園地域における担い手不足への対応や歴史ある文化的景観の保全による地域の魅力向
上など、地域の活力を継続する取組みが必要です。

※1  地域拠点：各生活圏の居住者の生活を支える、地域の核となる拠点。
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３ まちづくりビジョン
（1）将来像

地域の現状と課題を踏まえ、まちづくりにおける将来像を次のとおりとします。

広域交通や様々な教育機関が整う
豊かな田園と良好な居住環境を備えたまち

（2）主要な施策の方向性
基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。

項目 施策の方向性

産業イノベーション※2
の創出

● 大学との連携促進とともに、企業における AI ※3/IoT ※4 の導入支援
等により、産業イノベーションの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

● 酒米の振興や特別栽培米等の販売強化による収益性の高い米づくりを
推進します。

● 法人間の連携促進等により、集落法人の経営高度化を支援し、優良農
地の保全を図ります。

地域資源を活かした観
光の振興

● 民間事業者の参入も含め、農泊などの体験型観光や、白市地区におけ
る歴史的景観やまち並み等、地域資源を活かした観光・交流事業を推
進します。

項目 施策の方向性

暮らしを支える拠点地
区の充実

● 西高屋駅周辺において、医療、福祉、子育て、商業、文化、交流等の
生活利便施設の集積により拠点機能の充実を図るとともに、文教地区
にふさわしい、良好な住環境を形成します。

● 移住定住の促進に向けた、土地利用規制のあり方について検討すると
ともに、既存住宅団地の活性化や下水道等の基盤整備などにより、居
住環境の向上を図ります。

● 拠点地区における公共施設の再編を促進し、各種サービス機能の充実
を図るとともに、青少年の活躍促進につながる機能の導入を図ります。

安全で円滑な生活交通
の充実

● 身近な交通道路網となる都市計画道路等の整備を推進します。
● 歩道や自転車道を含め、道路のバリアフリー化を推進し、安全・安心

な移動空間を形成します。

多文化共生と国際化の
推進

● 技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図るとともに、多様な
言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

仕 事
づくり

暮らし
づくり

※2  イノベーション：経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変化をもたらす幅広い意味での革新。
※3  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※4  IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され、情報を交換することにより相互

に制御することが可能となる仕組み。
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項目 施策の方向性

乳幼児期における教育・
保育の充実

● 地域特性に応じた幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

● 教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推進、教
育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

● 生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活動の活
性化を進めます。

● 大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
● 平賀氏の遺跡や白市歌舞伎など郷土の歴史の保存と活用を推進します。

 人づくり

項目 施策の方向性

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

● 青少年・学生の力を活かし、交流・連携事業を推進します。
● 創業・起業と連動した移住・定住の促進とともに、交流人口の拡大を図

ります。
● 県立広島高等学校・近畿大学附属広島高等学校と地域との連携による、

地域の活性化の支援を図ります。

都市成長基盤の強化・
充実

● 山陽自動車道との近接性を活かし、IC 周辺等での産業用地の確保を進
めます。

● 歴史的なまち並みなど、景観に配慮したまちづくりを推進します。

交通ネットワークの強化

● 東広島高田道路等の整備を促進するなど、交通ネットワークの充実を図
ります。

● JR、バス等の利用を促進し、サービスの維持、活性化を図ります。
● 西高屋駅の南北駅前広場、自由通路の整備により、ターミナル機能の強

化及び駅周辺の交通機能の向上を図ります。
● 広島空港へのアクセス機能の確保を図ります。

活 力
づくり

項目 施策の方向性

災害に強い地域づくり
の推進

● 被災箇所の早期復旧を進めるとともに、入野川などの河川改修の促進や、
ソフト対策等の防災・減災対策を推進します。

● 都市型災害（浸水対策等）への対策を推進します。

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

● 健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を図ります。

誰もが生き生きと暮らせ
る地域共生社会の実現

● 地域において、気軽な交流の場、障害の有無や年齢等にかかわらず、全
ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

● 子育て支援機能の充実、子育てサポーターの育成を進めます。

安 心
づくり
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原
川

入野川

入野川 宮領川

造賀小学校
岩谷山

頭崎山

城山

畠山
白鳥山

鷹巣山

大久保山

東広島高田道路
（計画中）

東広島中核工業団地東広島
ニュータウン

国道 375号

山陽自動車道

近畿大学工学部
近畿大学附属広島高等学校・
中学校東広島校

高屋出張所

高美が丘小学校
高美が丘中学校

高屋東小学校

白市駅西高屋駅

小谷小学校

高屋西小学校 県立広島中学校

高屋中学校

県立広島高等学校
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（3）構想図
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桑井川

杵
原
川

入野川

入野川 宮領川

造賀小学校
岩谷山

頭崎山

城山

畠山
白鳥山

鷹巣山

大久保山

東広島高田道路
（計画中）

東広島中核工業団地東広島
ニュータウン

国道 375号

山陽自動車道

近畿大学工学部
近畿大学附属広島高等学校・
中学校東広島校

高屋出張所

高美が丘小学校
高美が丘中学校

高屋東小学校

白市駅西高屋駅

小谷小学校

高屋西小学校 県立広島中学校

高屋中学校

県立広島高等学校

凡　例

山林
農用地区域
市街化区域、用途地域
主な山
主な河川
主な池等
高速道路（破線は計画区間）
主な道路（破線は計画区間）
鉄道
小学校
中学校
高等学校
大学

▲

ジャンクション・インターチェンジ

地域拠点

地域活動拠点

拠点地区

高屋

ジャンクション・インターチェンジ
JCT・IC

・酒米の振興や特別栽培米等の販売強化による収益性の高い米づくり
・法人間連携の促進等、農業法人の経営高度化支援による優良農地の保全

・近畿大学工学部と連携したイノベーション
の創出
・県立広島中学校・高等学校、近畿大学附属
広島中学校・高等学校と地域との連携によ
る、地域の活性化の支援

・歴史的景観やまち並み等、
地域資源を活かした観光・
交流事業の推進

・西高屋駅におけるバリア
フリー化の推進、駅舎の
橋上化、南北自由通路、
アクセス道路整備

・地域活動拠点

・東広島高田道路
の整備促進

・地域活動拠点

・公共交通の維持、活性化

・JCT・IC 周辺等での産業用地の確保
・広島空港へのアク
セス機能の確保

・地域拠点における生活支援機能の充実
・地域センターや児童青少年センター等、公
共施設の再編等によるサービスの高度化
・青少年・学生の力を活かす交流・連携事業
の推進

・国道 375 号
福富バイパス
の整備促進 地
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５  黒瀬地域

１ 地域の概要
黒瀬地域は、東広島市の南部に位置しており、古墳時

代の保
やす

田
だ

古墳群や鎌倉時代の懸
かけ

仏
ぼとけ

を蔵する門前神社があ
るなど、数多くの貴重な文化財が存在するほか、江戸時
代に農地の拡大が図られ、数多くのため池が造られるな
ど、黒瀬川沿いに古くから農業地帯が広がっています。
北を西条地域、南を呉市、西を熊野町・広島市と隣接、
近接し、南北には、高規格幹線道路である東広島・呉自動車道と国道 375 号、東西には、主要
地方道矢野安浦線があるなど、道路交通網が整っています。

中黒瀬地区周辺は、生活利便性の高い施設が密集し拠点性が高い地域となっており、丘陵部の
住宅団地と平野部に広がる集落や田園風景が特徴的な地域となっています。また、産業団地に企
業が集積しているなど、多くのものづくり企業等が立地しています。さらには、広島国際大学を
はじめ、県立黒瀬高等学校、武田中学校・高等学校が立地するなど、文教機能も整った地域となっ
ています。

また、旧黒瀬町においては、総合計画の将来都市像に「人と自然がきらめく　交流タウン」を
掲げ、「自然と共生した美しいまち」「交流を促進する活気あふれるまち」「しあわせ育む福祉の
充実したまち」を基本理念にまちづくりを進めてきました。

２ まちづくりにおける現状と課題
平成 12（2000）年の 25,351 人をピークとして、人口は緩やかな減少傾向が続き、現在は約

23,900 人となっています。東西南北の道路網の整備により、呉市、広島市等の近隣市町の各方
面への交通利便性が高まり、住宅団地や産業団地の造成が進み、住宅や企業の集積が進んできた
ほか、住民が主体となって地域公共交通を運行している地域でもあります。また、健康・医療・
福祉系の総合大学である広島国際大学や県立黒瀬高等学校が立地し、福祉に関連した地域連携が
行われているほか、ブランドになっている牛肉や特徴的な農産品、日本酒等が地域を代表する特
産品となっています。また、黒瀬ダムや黒瀬川をはじめとする雄大な自然など、本市でも有数の
特徴的な機能が備わった地域となっています。

一方で、小中学校における児童・生徒数の減少、郊外型住宅団地の高齢化、新たな産業用地の
不足などが課題となっています。また、農業地帯に市街化が進んだため、住宅団地や集落が広範
囲に分布し、地域の中心となる拠点が低密度で機能集積が不十分となっており、また、市民協働
のまちづくりを進める上での地域活動拠点施設の充実も課題となっています。

これらを踏まえ、大学等の人材育成機能に加えて、域外からのアクセス性を活かすとともに、
従来の田園環境と調和した地域を目指すことが必要です。そのため、地元住民、新規流入世代に
とって魅力的な雇用や産業創発力の喚起、魅力ある居住環境の整備など、既存の強みを活かした
施策を組み立てていくことが必要です。

※1  イノベーション：経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変化をもたらす幅広い意味での革新。
※2  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※3  IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され、情報を交換することにより相互

に制御することが可能となる仕組み。
※4  ICT：Information and Communication Technology の略。情報通信技術のこと。
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３ まちづくりビジョン
（1）将来像

地域の現状と課題を踏まえ、まちづくりにおける将来像を次のとおりとします。

交通利便性や地域資源である大学の機能を活かした
健康・福祉と交流のまち

（2）主要な施策の方向性
基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。

項目 施策の方向性

産業イノベーション※1
の創出

● 大学との連携促進とともに、企業における AI ※2/IoT ※3 の導入支援
等により、産業イノベーションの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

● 呉市や広島都市圏との近接性と優良農地を活かした都市近郊型農業を
推進するとともに、農業参入企業の誘致を図ります。

● 肉牛を中核とした畜産業の振興と耕畜連携による生産性の向上を推進
します。

● 地域産品の情報発信と販路拡大による広域的な交流機会の創出を図り
ます。

地域資源を活かした観
光の振興

● 民間事業者の参入も含め、農泊などの体験型観光や、黒瀬ふれあい夏ま
つりをはじめ、地域資源を活用したイベントや交流事業を支援します。

項目 施策の方向性

暮らしを支える拠点地
区の充実

● 中黒瀬地区において、医療、福祉、子育て、商業、文化、交流等の生
活利便施設の集積により、拠点機能の充実とともに、良好な住環境の
形成を図ります。

● 移住定住の促進に向けた、土地利用規制のあり方について検討すると
ともに、既存住宅団地の活性化、下水道等の基盤整備などにより、居
住環境の向上を図ります。

● 空き家対策及び二世帯居住の促進により、居住環境の向上を図ります。
● 地域活動の活性化のため、ICT ※4 の有効活用なども含め、地域活動

拠点施設の充実に取り組みます。

安全で円滑な生活交通
の充実

● 黒瀬さくらバスの運行維持、活性化を推進します。
● 身近な交通道路網となる都市計画道路等の整備を推進します。
● 市民生活を支える移動手段の確保・活性化を図ります。

多文化共生と国際化の
推進

● 技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図るとともに、多様な
言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

仕 事
づくり

暮らし
づくり
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項目 施策の方向性

乳幼児期における教育・
保育の充実

● 地域特性に応じた幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

● 教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推進、教
育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

● 生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活動の活
性化を進めます。

● 大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
● 保田古墳群や門前神社の懸仏など郷土の歴史の保存と活用を推進します。

 人づくり

項目 施策の方向性

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

● 青少年・学生の力を活かし、交流・連携事業を推進します。
● 創業・起業と連動した移住・定住の促進とともに、交流人口の拡大を図

ります。
● 県立黒瀬高等学校・武田高等学校と地域との連携による、地域の活性化

の支援を図ります。

都市成長基盤の強化・
充実

● 東広島・呉自動車道との近接性を活かし、IC 周辺等での産業用地の確
保を進めます。

交通ネットワークの強化
● 国道 375 号等の整備を促進するなど、交通ネットワークの充実を図り

ます。
● バス等の利用を促進し、サービスの維持、活性化を図ります。

活 力
づくり

項目 施策の方向性

災害に強い地域づくり
の推進

● 被災箇所の早期復旧を進めるとともに、黒瀬川などの河川改修の促進や、
ソフト対策等の防災・減災対策を推進します。

● 都市型災害（浸水対策等）への対策を推進します。

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

● 広島国際大学と連携した健康維持や介護予防を推進します。
● 健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を図ります。

誰もが生き生きと暮らせ
る地域共生社会の実現

● 地域において、気軽な交流の場、障害の有無や年齢等にかかわらず、全
ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

● 大学との連携による福祉人材の育成・確保を進めます。
● 子育て支援機能の充実、子育てサポーターの育成を進めます。

安 心
づくり
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（3）構想図
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６  福富地域

１ 地域の概要
福富地域は、東広島市の北部に位置し、福富ダムの

建設で調査された戸
と

鼻
ばな

遺跡からは縄文時代の土器や石器
が出土しており、早くから人びとが生活していたことが
知られています。中世には小早川氏、平賀氏、大内氏ら
が領有を争い、多くの山城が築かれたように、古くから
人やものの交流が盛んな地域です。地域を南北に縦断する国道 375 号があり、北は安芸高田市、
南は高屋地域、志和地域に隣接し、また、東側の豊栄地域とともに心安らぐ田園風景を形成する
地域となっています。

福富ダムや道の駅「湖畔の里福富」の立地により地域拠点※1 が形成されており、周囲を山林
に取り囲まれた豊かな自然の中に集落が点在し、主に農業や体験型の農園や農場などが営まれ、
特産品が生産されています。近年、特産品を取り扱う店舗等が増え、周辺地域から人をひきつけ
る魅力的な地域となっています。

また、旧福富町においては、総合計画のまちの将来像として「県央のふれあいジャンクション」
を掲げ、「豊かな町民生活（人）」と「豊かな自然（自然）」が調和したまちの実現を目指してま
ちづくりを進めてきました。

２ まちづくりにおける現状と課題
本地域は、人口が昭和 22（1947）年の 5,595 人をピークとして、減少傾向が続き、現在は

約 2,400 人で、市内の中では、最も人口が少ない地域となっています。この地域は、のどかな
田園風景が広がり、エゴマなどの特産品の栽培をはじめとする産業としての農業が盛んである一
方で、畜産業や飲食業、手作り製品の販売店などこだわりを持った個性的なスポットが、地域内
の随所に点在しており、多くの観光客を集めてにぎわっています。また、鷹ノ巣山やクロボヤ峡、
わにぶちの滝など、豊かな自然体験資源があります。

一方、人口の減少、高齢化、空き家の増加が続いており、また、多くの集落が分散しているこ
とが課題となっています。

将来を見すえ地域の活性化を目指すには、中山間地域において自然の中で、「農」のあるライ
フスタイル※2 を実現するなど、移住・定住・交流・関係人口の拡大や地域産業の振興を推進し
ていくことが必要です。

これらを踏まえ、地域に残る里山環境を活かすとともに、地域の担い手となる若者世代や自然
の中での暮らしを希望する人材にとって魅力的な雇用や産業創発力の喚起、小中学校一体型施設
による小中一貫教育の推進など、地域の特性や強みを活かした魅力的な施策を組み立てていくこ
とが必要です。

※1  地域拠点：各生活圏の居住者の生活を支える、地域の核となる拠点。
※2  ライフスタイル：人生観・価値観などに基づき、個々に選択する、個人や集団の生き方。
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３ まちづくりビジョン
（1）将来像

地域の現状と課題を踏まえ、まちづくりにおける将来像を次のとおりとします。

自然と人が共生する
新たなライフスタイルに出会える交流のまち

（2）主要な施策の方向性
基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。

項目 施策の方向性

産業イノベーション※3
の創出

● 企業等への AI ※4/IoT ※5 の導入支援とともに、恵まれた自然環境を
活かした新たなビジネスの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

● 道の駅等を中心とした地域特産品の魅力向上や、酪農のブランド力向
上を推進します。

● 若手農業者等多様な担い手の取組みに対する支援を進めるとともに、
「農」のあるライフスタイルの実現を推進します。

地域資源を活かした観
光の振興

● 民間事業者の参入も含め、都市との近接性を活かした、道の駅「湖畔
の里福富」及び福富ダム周辺施設の活用や農泊などの体験型観光、ア
クアフェスタ in 福富をはじめ、地域資源を活用したイベントや交流
事業を支援します。

項目 施策の方向性

暮らしを支える拠点地
区の充実

● 福富ダムや道の駅「湖畔の里福富」の立地する地区において、医療、
福祉、子育て、商業、文化、交流等の生活利便施設の維持・充実を図
ります。

● 空き家対策の推進、二世帯居住等の促進により、居住環境の向上を図
ります。

安全で円滑な生活交通
の充実

● 身近な交通道路網となる県道等の整備を推進します。
● 市民生活を支える移動手段の確保・活性化を図ります。

多文化共生と国際化の
推進

● 技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図るとともに、多様な
言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

仕 事
づくり

暮らし
づくり

※3  イノベーション：経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変化をもたらす幅広い意味での革新。
※4  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※5  IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され、情報を交換することにより相互

に制御することが可能となる仕組み。
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項目 施策の方向性

乳幼児期における教育・
保育の充実

● 地域特性に応じた幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

● 教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推進、教
育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

● 生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活動の活
性化を進めます。

● 大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
● 戸鼻遺跡や丁田南古墳、シャクナゲやミコシギクなど郷土の歴史や貴重

な動植物の保存と活用を推進します。

 人づくり

項目 施策の方向性

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

● 自然豊かな環境を活かし、創業・起業と連動した移住・定住の促進とと
もに、交流人口の拡大を図ります。

● 移住・定住に係る情報発信力の強化、コーディネート機能の向上を図り
ます。

● 小学校跡地の活用を促進します。

都市成長基盤の強化・
充実

● 国道 375 号福富バイパスの整備等も踏まえ、未利用県有地を活用した
産業用地の確保を進めます。

交通ネットワークの強化
● 国道 375 号福富バイパス等の整備を促進し、交通ネットワークの充実

を図ります。
● バス等の利用を促進し、サービスの維持、活性化を図ります。

活 力
づくり

項目 施策の方向性

災害に強い地域づくり
の推進

● 被災箇所の早期復旧を進めるとともに、沼田川などの河川改修の促進や、
ソフト対策等の防災・減災対策を推進します。

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

● 健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を図ります。

誰もが生き生きと暮らせ
る地域共生社会の実現

● 地域において、気軽な交流の場、障害の有無や年齢等にかかわらず、全
ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

● 子育て支援機能の充実、子育てサポーターの育成を進めます。

安 心
づくり
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（3）構想図
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・国道 375 号福富バイパスの
整備促進

・未利用県有地の利活用

・地域課題解決に向けた
  コミュニティビジネスの支援

・公共交通の維持、活性化

・酪農のブランド力向上
・若手農業者等多様な担い手の取組みに対する支援
・「農」のあるライフスタイルの実現

・空き家対策等の推進、
二世帯居住促進等

・道の駅「湖畔の里福富」及び福富ダム周辺施設の活用
・農泊などの体験型観光、地域資源を活用したイベント
や交流事業の推進

・地域活動拠点
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７  豊栄地域

１ 地域の概要
豊栄地域は、東広島市の最北端に位置し、県内主要河

川の源流域に当たり、オオサンショウウオ等の生息地と
しても知られるなど豊かな自然に恵まれた地域です。歴
史的にも古くから栄えていたことを示すように、乃美や
安宿といった古代以来の地名や数多くの遺跡が発見され
ています。備北 ･ 備後 ･ 安芸地域の接点となる広島県の中央に位置することから、古くから交通
の要衝となっているほか、農業地帯が広がっています。

北は三次市、東は世羅町、三原市、西は安芸高田市に隣接しており、国道 375 号が地域を南
北に縦断しています。鍛冶屋地区周辺に商業施設などが密集しており、地域の拠点となっていま
す。周囲を山林に取り囲まれた田園風景の中に集落が点在し、豊かな自然環境の中で、農業を中
心に体験型の農園及び牧場などが営まれています。

また、旧豊栄町においては、総合計画のまちづくり像として、「豊かな自然に調和した活力あ
るまちづくりをめざして」を掲げ、「活力にみちた快適なまちづくり」、「新しい豊かさを求めた
まちづくり」、「特色ある教育・文化のまちづくり」を進めてきました。

２ まちづくりにおける現状と課題
人口は昭和 22（1947）年の 9,315 人をピークとして、減少傾向が続き、現在は、約 3,200

人となっています。
地域の標高は 350m~500m で、中国地方のいくつかの河川の源となる「分水嶺のまち」となっ

ており、県北の市町と隣接しています。牧場や体験型の農園など、特徴的な観光資源があるほか、
板鍋山などの自然を活用したイベントなど、民間事業者や地域住民による活動が活発に行われて
います。また、エヒメアヤメの群生地やオオサンショウウオが生息する清流など、貴重な自然資
源も多く残っています。

一方、人口の減少、高齢化、空き家の増加が続いています。また、若者に魅力的な雇用の場が
少なく、若い世代が流出し、地域活動の担い手の不足や地域の支え合いの力が弱まっていること
が課題となっています。

これらを踏まえ、民間事業者の活発な活動との連携や豊かな自然環境を活かし、地域の担い手
となる若者世代にとって魅力的な働く場の創出に取り組むことが必要です。また、豊かな自然の
中で快適な暮らしを実現するために、新たなテクノロジーの活用など、新たな発想を積極的に取
り入れることも必要となってきています。

※1  イノベーション：経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変化をもたらす幅広い意味での革新。
※2  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※3  IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され、情報を交換することにより相互

に制御することが可能となる仕組み。
※4  ジビエ：狩猟で得た自然の野生鳥獣の食肉。
※5  6 次産業化：農林水産業が食品等の素材・原料の生産（1 次産業）だけでなく、商品加工（2 次産業）や流通販売・情報・観光（3 次産業）にも

取り組むこと。農林水産業の総合産業化（1 次× 2 次× 3 次＝ 6 次）。
※6  ライフスタイル：人生観・価値観などに基づき、個々に選択する、個人や集団の生き方。
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３ まちづくりビジョン
（1）将来像

地域の現状と課題を踏まえ、まちづくりにおける将来像を次のとおりとします。

豊かな自然の中でゆとりある暮らしが楽しめる
体験・交流・定住のまち

（2）主要な施策の方向性
基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。

項目 施策の方向性

産業イノベーション※1
の創出

● 企業等への AI ※2/IoT ※3 の導入支援とともに、恵まれた自然環境を
活かした新たなビジネスの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

● 法人間の連携促進等により、集落法人の経営高度化を支援し、優良農
地の保全を図るとともに、有害獣処理加工施設を活用したジビエ※4 加
工品のブランド力向上と酪農を中核とした6次産業化※5を促進します。

● 若手農業者等の多様な担い手の取組みに対する支援を進めるととも
に、「農」のあるライフスタイル※6 の実現を推進します。

● 賀茂バイオマスセンターを活用した林業の振興を図ります。

地域資源を活かした観
光の振興

● 民間事業者の参入も含め、農泊などの体験型観光や、どまんなか豊栄
ヘソまつりをはじめ、自然資源を活用した取組み（エコミュージアム）、
板鍋山、天神嶽、オオサンショウウオなど、地域資源を活かしたイベ
ントや交流事業を推進します。

項目 施策の方向性

暮らしを支える拠点地
区の充実

● 鍛冶屋地区において、医療、福祉、子育て、商業、文化、交流等の生
活利便施設の維持・充実を図るとともに、豊かな自然環境の中で、ゆ
とりある空間を活かした良好な住環境を形成します。

● 「豊栄プロジェクト」による官民学等の連携・協働により、魅力ある
拠点の形成を図ります。

● 空き家対策、二世帯居住等の促進により、居住環境の向上を図ります。
● 拠点地区における公共施設の再編を図るため、豊栄支所の機能再編を

推進します。

安全で円滑な生活交通
の充実

● 豊栄そよかぜ号の運行維持、活性化を推進します。
● 身近な交通道路網となる国道等の整備を推進します。
● 市民生活を支える移動手段の確保・活性化を図ります。

多文化共生と国際化の
推進

● 技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図るとともに、多様な
言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

仕 事
づくり

暮らし
づくり
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項目 施策の方向性

乳幼児期における教育・
保育の充実

● 地域特性に応じた幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

● 教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推進、教
育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

● 生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活動の活
性化を進めます。

● 大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
● 乃美遺跡群やエヒメアヤメ、オオサンショウウオなど郷土の歴史や貴重

な動植物の保存と活用を推進します。

 人づくり

項目 施策の方向性

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

● 自然豊かな環境を活かし、創業・起業と連動した移住・定住の促進とと
もに、交流人口の拡大を図ります。

● 移住・定住に係る情報発信力の強化、コーディネート機能の向上を図り
ます。

● 県立賀茂北高等学校と地域との連携による、地域の活性化の支援を図り
ます。

● 国道 375 号等の整備促進も踏まえ、沿道における土地利用を促進し、
地域の活性化を図ります。

交通ネットワークの強化
● 国道 375 号等の整備を促進し、交通ネットワークの充実を図ります。
● バス等の利用を促進し、サービスの維持、活性化を図ります。

活 力
づくり

項目 施策の方向性

災害に強い地域づくり
の推進

● 被災箇所の早期復旧を進めるとともに、椋梨川などの河川改修の促進や、
ソフト対策等の防災・減災対策を推進します。

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

● 健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を図ります。

誰もが生き生きと暮らせ
る地域共生社会の実現

● 地域において、気軽な交流の場、障害の有無や年齢等にかかわらず、全
ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

● 子育て支援機能の充実、子育てサポーターの育成を進めます。

安 心
づくり
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（3）構想図
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拠点地区

豊栄

・自然資源を活用した取組みの推進
・農泊などの体験型観光、地域資源を活かしたイベント
や交流事業の推進

・地域活動拠点

・地域活動拠点

・地域活動拠点

・有害獣処理加工施設
を活用したジビエ加工
品のブランド確立

・公共交通の維持・活性化
・豊栄そよかぜ号の運行維持、
活性化

・地域拠点における生活支援
機能の充実
・商業、医療、福祉、文化、
交流等の機能の充実
・豊栄支所の機能再編

・地域活動拠点

・法人間連携の促進等農業法人の経営
高度化支援による優良農地の保全
・酪農を中核とした６次産業化の促進
・若手農業者等多様な担い手の取組み
に対する支援

・県立賀茂北高等学校と
地域との連携による、
地域の活性化の支援

・国道 375 号等の整備
促進も踏まえ、沿道に
おける土地利用を促進

・豊かな自然環境を活用
したレクリエーション
の促進

・賀茂バイオマスセンターを
活用した林業振興

・「農」のあるライフスタイルの実現
・空き家対策等の推進、二世帯居住
促進等
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８  河内地域

１ 地域の概要
河内地域は、東広島市の東部に位置し、緑深い自然環

境と清流に恵まれた地域で、古くは沼田川流域に沿って
二反田古墳群などの古墳群や集落が形成されたほか、篁
山竹林寺は平安時代の文人小野篁にゆかりがあるとも言
われており、本堂は国の重要文化財にも指定されていま
す。明治時代の鉄道の開通により、河内駅を中心に木材や農産物の集積地として発展してきまし
た。

東を三原市、西を高屋地域に接し、東西に JR 山陽本線が横断するほか、地域の南側には、山
陽自動車道の河内インターチェンジ（以下：河内 IC）があるほか、広島空港へも近接するなど、
陸・空の広域・高速交通へのアクセスに恵まれた地域です。沼田川とその支流沿いに広がる平
地部や北部地域には集落が点在し、田園風景が広がっています。丘陵地が広がる南部地域では、
大規模な工業団地や住宅団地などが整備されています。

また、旧河内町においては、「心豊かなすみよいまち　元気な河内　~ 交通の利便性と豊かな
自然を活かした快適な生活を求めて ~」を掲げ、「高齢者が活躍する」「若者や女性が元気に参画
する」「高速交通条件を活かす」「自然と田園環境を活かす」「河内町型ライフスタイル※1 を実現
する」「地域の歴史や文化を継承する」を基本理念にまちづくりを進めてきました。

２ まちづくりにおける現状と課題
昭和 22（1947）年の 11,172 人をピークとして、人口は緩やかな減少傾向が続いており、現

在は約 5,900 人となっています。南部では、広島空港への近接性や山陽自動車道の河内 IC や JR
山陽本線があり、それに伴い産業団地や住宅団地が立地するなど、恵まれた広域交通の環境があ
ります。さらには、開発可能な未利用の公有地があり、新たな産業を呼び込める可能性がある地
域です。北部には、豊かな自然や田園環境が広がり、小学校跡地を利用した体験交流施設など、
集落法人等がそれぞれの地域で特徴的で活発な活動を実施しています。また、小中一体型施設と
分離型施設による特色ある小中一貫教育の計画も進んでいます。

一方、人口の減少、高齢化、空き家の増加が続いています。また、若者に魅力的な雇用の場が
少なく、若い世代が流出し、地域活動の担い手不足や地域の支え合いの力が弱まっていることが
課題となっています。

将来を見すえ地域の活性化を目指すには、広島空港、河内 IC の活用及び未利用公有地を活用
した産業団地の整備、地域拠点※2 における生活支援機能の充実、定住人口の増加対策、付加価
値の高い農業の振興など様々な取組みを推進していく必要があります。

※1  ライフスタイル：人生観・価値観などに基づき、個々に選択する、個人や集団の生き方。
※2  地域拠点：各生活圏の居住者の生活を支える、地域の核となる拠点。
※3  イノベーション：経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変化をもたらす幅広い意味での革新。
※4  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※5  IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され、情報を交換することにより相互

に制御することが可能となる仕組み。
※6  6 次産業化：農林水産業が食品等の素材・原料の生産（1 次産業）だけでなく、商品加工（2 次産業）や流通販売・情報・観光（3 次産業）にも

取り組むこと。農林水産業の総合産業化（1 次× 2 次× 3 次＝ 6 次）。
※7  スマート農業：ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用して、省力化・精密化や高品質生産を実現する等を推進している新たな農業。
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３ まちづくりビジョン
（1）将来像

地域の現状と課題を踏まえ、まちづくりにおける将来像を次のとおりとします。

豊かな自然と空港や鉄道等の交通利便性を活かした
ゆとりと活力のあるまち

（2）主要な施策の方向性
基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。

項目 施策の方向性

産業イノベーション※3
の創出

● 企業等への AI ※4/IoT ※5 の導入支援とともに、恵まれた自然環境を
活かした新たなビジネスの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

● 集落営農を中心とした 6 次産業化※6 とスマート農業※7 による生産
性の向上を推進するとともに、農業参入企業の誘致を図ります。

● 若手農業者等多様な担い手の取組みに対する支援を進めるとともに、
「農」のあるライフスタイルの実現を推進します。

● 賀茂バイオマスセンターを活用した林業の振興を図ります。

地域資源を活かした観
光の振興

● 民間事業者の参入も含め、空港や高速道路等との近接性を活かした、
農泊などの体験型観光、リバーサイドフェスティバルをはじめ、白竜
湖・深山峡など地域資源を活用したイベントや交流事業を支援します。

項目 施策の方向性

暮らしを支える拠点地
区の充実

● 河内駅周辺において、医療、福祉、子育て、文化、交流等の生活利便
施設の集積により、拠点機能の充実を図るとともに、良好な住環境を
形成します。

● 河内駅駅舎の活用等を含め、拠点地区における活性化やにぎわいの創
出を図ります。

● 空き家対策の推進、二世帯居住等の促進により、居住環境の向上を図
ります。

安全で円滑な生活交通
の充実

● あゆピチふれあい号の運行維持、活性化を推進します。
● 身近な交通道路網となる県道等の整備を推進します。
● 市民生活を支える移動手段の確保・活性化を図ります。

多文化共生と国際化の
推進

● 技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図るとともに、多様な
言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

仕 事
づくり

暮らし
づくり

地
域
別
計
画

第
２
章



152

項目 施策の方向性

乳幼児期における教育・
保育の充実

● 地域特性に応じた幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

● 教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推進、教
育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

● 生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活動の活
性化を進めます。

● 大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
● 篁山竹林寺や沼田川流域の古墳群など郷土の歴史の保存と活用を推進し

ます。

 人づくり

項目 施策の方向性

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

● 自然豊かな環境を活かし、創業・起業と連動した移住・定住の促進とと
もに、交流人口の拡大を図ります。

● 移住・定住に係る情報発信力の強化、コーディネート機能の向上を図り
ます。

● 県立河内高等学校と地域との連携による、地域の活性化の支援を図りま
す。

● 小学校跡地の活用を促進します。

都市成長基盤の強化・
充実

● 河内駅周辺における市街地の活性化を進めます。また、JR の利便性向上、
河内駅・入野駅のバリアフリー化等を促進します。

● 空港民営化後における周辺地域の活性化を図るため、未利用県有地につ
いて広島県と早期の利活用に向けて調整を行います。

交通ネットワークの強化
● 高速道路や空港との近接性を活かして、交通ネットワークの充実を図り

ます。
● JR、バス等の利用を促進し、サービスの維持、活性化を図ります。

活 力
づくり

項目 施策の方向性

災害に強い地域づくり
の推進

● 被災箇所の早期復旧を進めるとともに、地域の復興に資するよう、椋梨
川などの河川改修の促進や、ソフト対策等の防災・減災対策を推進しま
す。

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

● 健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を図ります。

誰もが生き生きと暮らせ
る地域共生社会の実現

● 地域において、気軽な交流の場、障害の有無や年齢等にかかわらず、全
ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

● 子育て支援機能の充実、子育てサポーターの育成を進めます。

安 心
づくり
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（3）構想図
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・若手農業者等多様な担い手の取組みに対する支援
・「農」のあるライフスタイルの実現
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・災害からの復興（被災箇所の早期復旧の推進）
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１ 地域の概要
安芸津地域は本市の南部に位置し、本市で唯一瀬戸内

海に面しており、万葉のころから潮待・風待の港となっ
た素晴らしい湾があります。また、江戸時代には広島藩
の米蔵が置かれるなど、交通の要衝、物流の拠点、海運
の町として栄えてきました。

東を竹原市、西を呉市に接しており、基幹となる交通ネットワークとして、JR 呉線と国道
185 号からなる東西の軸、本市の中心部と地域拠点※1 である三津地区を結ぶ主要地方道安芸津
下三永線による南北の軸が形成されているほか、大崎上島町と航路で結ばれています。三津湾を
囲むように、市街地が国道 185 号の沿道を中心に沿岸部から内陸部にかけて広がっており、温
暖な気候で風光明媚な景観など、豊かな自然環境の中で特色ある農業や水産業が営まれているほ
か、沿岸部には広島中央テクノポリス圏域を構成する工業系の企業が集積しています。

また、旧安芸津町においては、総合計画の基本目標に「バリアフリータウン・あきつ　－あか
るい環境・きらめく個性・つちかう交流―」を掲げ、施策を実施してきました。

２ まちづくりにおける現状と課題
昭和 20（1945）年の約 16,500 人をピークとして、本地域の人口は緩やかな減少傾向が続い

ています。新市建設計画を中心とする様々な事業の推進により、都市機能の向上など、それぞれ
の面で一定の効果が見受けられるものの、少子高齢化の影響等もあって、合併時に約 12,000 人
であった人口が 10,000 人を割り込むなど、域外への流出を伴って人口の減少が続いています。

将来を見すえ地域の活性化を目指すには、優れた景観、温暖な気候、農水産物等の特産品や、
特色ある歴史文化、雇用を支える産業団地の企業群、イノベーション※2 を育む果樹・柑

かん
橘
きつ

系の
試験研究機関、駅と港が近接する立地環境、広域的な医療機能を担う県立安芸津病院など、様々
な地域の強みを活かし、地域の中だけでなく、対外的にも魅力が伝わるよう、まちづくりを推進
していくことが必要です。また、近年では、自分らしいライフスタイル※3 の実現を目指し、自
然豊かな地域に移住先を求める人や、サイクリングブームの追い風に乗って、地域を訪れるサイ
クリストの増加など、新しい変化も地域に現れつつあります。

これらを踏まえ、飛躍的に進化を続ける情報通信技術の活用により、本市の中心部及び広島市
等の都市部への近接性や高速道路をはじめとした広域的な道路ネットワークへのアクセス性の弱
さを補うとともに、魅力ある居住環境の整備や地域の担い手となる若者世代にとって魅力的な雇
用や産業創発力の喚起などを柱として施策を組み立てていくことが必要です。

さらに、平成 30 年 7 月豪雨災害の際には、本地域は甚大な被害を受けました。地球規模での
気候変動など、災害発生リスクのさらなる増大が懸念される中で、速やかな復旧を目指すとともに、
災害に強い地域づくりなど、地域の復興にも資するような取組みを推進していく必要があります。

９  安芸津地域

※1  地域拠点：各生活圏の居住者の生活を支える、地域の核となる拠点。
※2  イノベーション：経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変化をもたらす幅広い意味での革新。
※3  ライフスタイル：人生観・価値観などに基づき、個々に選択する、個人や集団の生き方。
※4  AI：Artifi cial Intelligence の略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※5  IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続され、情報を交換することにより相互

に制御することが可能となる仕組み。
※6  スマート農業：ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用して、省力化・精密化や高品質生産を実現する等を推進している新たな農業。
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３ まちづくりビジョン
（1）将来像

地域の現状と課題を踏まえ、まちづくりにおける将来像を次のとおりとします。

瀬戸内海に臨む温暖な気候と豊かな自然環境を活かした
共に支え合う共生のまち

（2）主要な施策の方向性
基本計画に掲げる施策とともに、本地域で推進していく主な施策は次のとおりです。

項目 施策の方向性

産業イノベーションの
創出

● 企業等への AI ※4/IoT ※5 の導入支援とともに、恵まれた自然環境を
活かした新たなビジネスの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

● 農業技術センター果樹研究部等の研究機関と連携し、果樹の新品種の
導入やスマート農業※6 による生産性の向上を推進するとともに、馬
鈴薯

し ょ

や肉牛のブランド力向上を図ります。
● 若手農業者等多様な担い手の取組みに対する支援を進めるとともに、

瀬戸内の温暖な気候を活かした「農」や「漁」のあるライフスタイル
の実現を推進します。

● 牡
か

蠣
き

の生産支援や、漁場環境の整備により、水産業の振興を図ります。

地域資源を活かした観
光の振興

● 民間事業者の参入も含め、農泊などの体験型観光や、火とグルメの祭
典あきつフェスティバルをはじめ、正福寺山、保野山などの海の見え
る景観や道路・港湾等、地域資源を活用したイベントや交流事業を支
援します。

項目 施策の方向性

暮らしを支える拠点地
区の充実

● 安芸津駅周辺において、医療、福祉、子育て、文化、交流等の生活利
便施設の集積により、拠点機能の充実を図るとともに、安芸津港を海
上拠点とするなどの交通機能を活かしながら、良好な住環境を形成し
ます。

● 駅と港の近接性を活かし、拠点機能の充実を図ります。
● 空き家対策の推進、二世帯居住の促進、下水道等の基盤整備などによ

り、居住環境の向上を図ります。

安全で円滑な生活交通
の充実

● 海風バスの運行維持、活性化を推進します。
● 身近な交通道路網となる国道等の整備を推進します。
● 市民生活を支える移動手段の確保・活性化を図ります

多文化共生と国際化の
推進

● 技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図るとともに、多様な
言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

仕 事
づくり

暮らし
づくり
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項目 施策の方向性

乳幼児期における教育・
保育の充実

● 地域特性に応じた幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

● 教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推進、教
育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

● 生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活動の活
性化を進めます。

● 大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
● 杜氏の里や北前船の基地など郷土の歴史の保存と活用を推進します。

 人づくり

項目 施策の方向性

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

● 自然豊かな環境を活かし、創業・起業と連動した移住・定住の促進とと
もに、交流人口の拡大を図ります。

● 移住・定住に係る情報発信力の強化、コーディネート機能の向上を図り
ます。

● 海を活かしたにぎわい創出機能の形成を図るため、係留施設及び交流施
設等の検討を含め、港の再生に取り組みます。

● 県立豊田高等学校との連携による、地域の活性化の支援を図ります。
● 小学校跡地の活用を促進します。
● 国道 185 号安芸津バイパスの整備等を踏まえ、新たな仕事・交流機能

の検討を含め、沿道における土地利用を促進し、地域の活性化を図りま
す。

交通ネットワークの強化
● 国道 185 号安芸津バイパス等の整備促進とともに、交通ネットワーク

の充実を図ります。
● JR、バス、航路等の利用を促進し、サービスの維持、活性化を図ります。

活 力
づくり

項目 施策の方向性

災害に強い地域づくり
の推進

● 被災箇所の早期復旧を進めるとともに、地域の復興に資するよう、三津
大川などの河川改修の促進や、ソフト対策等の防災・減災対策を推進し
ます。

● 高潮対策の推進に取り組みます。（風早、小松原）

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

● 健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を図ります。

誰もが生き生きと暮らせ
る地域共生社会の実現

● 県立安芸津病院と連携した地域包括ケアを推進します。
● 地域において、気軽な交流の場、障害の有無や年齢等にかかわらず、全

ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

● 子育て支援機能の充実、子育てサポーターの育成を進めます。

安 心
づくり
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（3）構想図
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・地域拠点における生活支援機能の充実
・災害からの復興
・駅と港の近接性を活かした拠点機能の向上等
・安芸津駅のバリアフリー化促進等、利便性向上
・県立安芸津病院と連携した地域包括ケアの推進

・国道 185号安芸津バイパスの
整備促進

・研究機関と連携した果樹の
新品種導入やスマート農業
による生産性の向上

・地域活動拠点

・馬鈴薯や肉牛のブランド力向上
・若手農業者等多様な担い手の取組みに対する支援
・瀬戸内の温暖な気候を活かした「農」や「漁」のあるライ
フスタイルの実現
・瀬戸内の温暖な気候や海、優れた景観を活かした、新たな
観光・レクリエーション機能の検討
・牡蠣の生産支援、漁場環境の整備による、水産業の振興 

・高潮対策の推進

・県立豊田高等学校との連携に
よる、地域の活性化の支援

・大芝島、龍王島の交流機能の充実

・農泊などの体験型観光、地域
資源を活用したイベントや交
流事業の推進

・公共交通の維持、活性化
・海風バスの運行維持、活性化

・広島県と連携した瀬戸内海
の環境保全
・港の再生

・地域活動拠点

・小学校の跡地活用

・既存住宅団地の活性化、
空き家対策、二世帯居住
促進

地
域
別
計
画
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